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『優秀賞』 石下中学校 谷田部
や た べ

 真帆
ま ほ

さん 

ファインダーごしに見えた５年後の常総市 常総市のこれから進めるプロジェクトが成功してたくさんの人

でにぎわっている道の駅を想像して描きました。カシの木、桜、ウグイスも取り入れました。この絵のような

未来が実現されたら嬉しいです。 
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１．前期基本計画期間における常総市の変化 

 じょうそう未来創生プラン前期基本計画（平成30年度～令和４年度）で位置づけた施策の実施、周辺環境

により、現在の本市には次のような変化がみられます。 

 

❶ 復興から防災へ、さらに防災の視点を生かしたまちづくりへ 

 前期基本計画期間は、平成27年９月関東・東北豪雨

による被害に対し、全市を挙げて復旧・復興に取り組

みました。本市に甚大な被害をもたらした水害は、災

害に対する備えや防災意識とともに、地域のつながり

の重要性を再認識する機会となりました。災害からの

復興に加え「防災先進都市」を掲げて河川と共生する

災害に強いまちづくりに取り組み、復興事業が概ね完

了し、災害への備えの充実も図られました。今後は、こ

のような被災経験を継承し、ご支援いただいた全国の

皆様に還元するとともに、防災に対する備えや意識を

形骸化させないよう、本市におけるまちづくりに取り

込む視点が重要になります。 

 

❷ 首都圏外縁地域としてのポテンシャルの向上 

 首都圏中央連絡自動車道の供用開始により、首都圏へのアクセス時間が短縮されたほか、物流の輸送能力

が向上し、首都圏外縁地域としてのポテンシャルが高まっています。常総ＩＣ周辺においては、アグリサイ

エンスバレー構想が実現に至り、企業立地が進むとともに、道の駅常総が開業します。また、首都圏一円へ

のアクセス向上により、企業の本市への進出意欲も高まっており、この機会を逃さず将来に向けた活力の源

泉とすることが求められます。さらに、コロナ禍におけるリモートワークの浸透や、働き方の多様化に伴い、

地方移住の関心も高まっており、交通の利便性と自然環境が共存する地域として都心部からの移住先に選

んでもらえるようにしていくことが重要です。 

 

❸ 少子化と高齢化の中で、未来につなぐまちづくりへ 

 我が国は、地方創生の取り組みを進めていますが、少

子化と高齢化は今後も人口の基本的なトレンドとなる

と推測されます。このような人口の変化は、地域のあり

方を大きく変化させざるを得ない要因となり、将来の

人口規模にあった公共施設などの適正化が求められま

す。また、人口減少を地域単位でみると、小中学校の児

童・生徒数の減少や地域の担い手の減少が顕在化して

いることから、地域を未来に継承することを意識した

まちづくりが求められています。従来から取り組んで

いる子育て支援や移住・定住などの施策を踏まえつつ、

未来につなぐまちづくりを進める必要があります。 

常総市を取り巻く環境 Ⅰ 
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２．後期基本計画策定にあたって考慮すべき動向 

❶ デジタル技術を背景に変革する社会 

 近年、産業だけでなく日常生活においても情報技術の導入・活用が進んでいます。特に、あらゆる事業・

情報がデータ化され、ネットワークでつながるＩＯＴ、コンピュータが自ら学習し、人間を超える高度な判

断を行うＡＩ、多様かつ複雑な作業を自動化するロボットなど「第４次産業革命」といわれる技術革新が世

界規模で進展しており、我が国においても、自治体情報システムの標準化・共通化などデジタル社会構築に

向け、自治体ＤＸを推進しています。 

さらに、地方からデジタルの実装を進め、新たな変革の波を起こし、地方と都市の差を縮めていくことで

世界とつながる「デジタル田園都市国家構想」の実現に向け「デジタル田園都市国家構想基本方針」（令和

４年６月 閣議決定）が示されました。 

このような中で、本市においては、令和４年６月30日に株式会社本田技術研究所と「ＡＩまちづくりへ

向けた技術実証実験に関する協定書」を締結しました。ＡＩ・自動運転などの先端技術を活用したまちづく

りに向けて技術実証実験を進めるなど「移動と暮らし」の進化に向けた取り組みを推進しており、ＡＩを活

用した地域の課題解決に向け、官民が連携してまちづくりに取り組む必要があります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

❷ カーボンニュートラルの実現を目指す社会 

 カーボンニュートラルの実現のためには、温室効果ガスの排出量の削減と吸収作用の保全・強化をする必

要があります。2015年に合意されたパリ協定では「産業革命期からの平均気温の上昇幅を２℃未満とし、

1.5℃に抑えるよう努力する」との目標が国際的に広く共有されました。また、2018年に公表されたＩＰＣ

Ｃ（国連の気候変動に関する政府間パネル）の特別報告書では、この目標の達成には「気温上昇を2℃より

リスクの低い1.5℃に抑えるためには、2050年までに二酸化炭素の実質排出量をゼロにすることが必要」と

されています。政府が定めた「地域脱炭素ロードマップ」では、地方自治体や地元企業・金融機関が中心と

なり、環境省を中心に国も積極的に支援しながら、多様な地域において、地域課題を同時解決し、住民の暮

らしの質の向上を実現しながら脱炭素に向かう取り組

みの方向性が示されています。 

 こうした中で、本市は令和２年７月、ゼロカーボンシ

ティ宣言を行いましたが、今後さらに市民・事業者・行

政が連携し、カーボンニュートラルの実現に取り組む

必要があります。  
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❸ 多様性と人権の尊重を目指す社会 

 時代の変化とともに、人々の価値観やニーズが

多様化しており「物質的な豊かさ」だけでなく「心

の豊かさ」が求められるようになっています。 

 一方で、将来に対する不透明感や不安感の高ま

りから、ゆとりや安らぎを求める意識が強くなっ

てきています。 

 また、人々が生活する中で、それぞれの個性を

認め合い、一人ひとりの人権が尊重される社会で

あることが求められています。2016年から2030

年までの国際目標であるＳＤＧｓ（持続可能な開

発目標）では、多様性の尊重も示され、近年関心

が高まっている、性別・年齢・国籍などの属性の

多様性、価値観やライフスタイルなどの思考の多様性のほか、性的マイノリティ（ＬＧＢＴＱ）といった視

点も重要になります。 

 

❹ 安全・安心の重要性が増す社会 

 近年、災害の激甚化や頻発化が指摘されていま

す。東日本大震災をきっかけとして、南海トラフ

地震や首都直下型地震に対する備えが求められ

るようになったほか、本市が経験した平成27年９

月関東・東北豪雨による水害など、頻発する自然

災害に対して、安全・安心な社会の実現が重要に

なっています。また、新型コロナウイルス感染症

のパンデミックは、感染症への対応という新たな

課題を顕在化させました。 

さらに、近年の国際情勢は、有事における危機

対応の想定についての必要性も高めており、ハード・ソフトの両面から住民の安全・安心な暮らしの実現に

向けて取り組む必要があります。 

 

❺ 地域の取り組みが重要となる社会 

 平成12年の地方分権一括法の施行以降、地方自

治体は自らの責任と判断の下で、地域の実情やニ

ーズを踏まえた主体性のあるまちづくりが求め

られています。しかしながら、地方においては、

人口減少や少子高齢化が進行し、長期的に税収の

減少が予想される一方で、社会保障費の増加が見

込まれており、自治体においては、限られた財源

と人材を有効に活用できるよう未来を見据えた

行政運営が求められます。 

 一方、市民生活においては、人口減少で地域の

担い手の不足が顕在化する中で、地域コミュニティや文化の継承に取り組むとともに、少子高齢化が進む中

で、多様化する地域課題に対応するため、地域共生社会づくりに向けた役割が求められます。 

 

 

 

 



／後期基本計画 2023-2028 

5 5 

総 

論 

－ 

Ⅱ 

じ
ょ
う
そ
う
未
来
創
生
プ
ラ
ン
基
本
構
想 

 

 

 

 

 

１．将来都市像 

じょうそう未来創生プラン基本構想においては、 10 年後のまちの将来都市像とまちづくりの基本理念を

次のとおりとしています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

じょうそう未来創生プラン基本構想の概要 Ⅱ 
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２．基本理念 
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３．常総市が目指す都市の姿（土地利用構想） 
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１．後期基本計画の策定の基本的な考え方 

 

 

（１）後期基本計画における ～じょうそう３「た」のまちづくり～ の実践 

基本構想においては、～じょうそう３「た」のまちづくり～ を掲げ「楽しいまち＝みんなでつくるまち

づくり」「為になるまち＝みんなに役立つまちづくり」「頼りにされるまち＝みんなが支えあうまちづくり」

という３つの基本理念を示しました。 

後期基本計画においても、～じょうそう３「た」のまちづくり～ に基づき、各施策の推進を図りますが、

前期基本計画の成果や、その間の社会の潮流の変化などを踏まえた視点を設定し再定義します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

1  

【後期基本計画における ～じょうそう３「た」のまちづくり～ の実践に向けた視点】  

 

□社会変化に対応した、定住人口増加に向けた取り組みの推進 

□デジタル化の推進・ＡＩ技術などを活用したまちづくりの推進 

□感染症や災害への対応、医療・福祉の充実など、安全・安心なまちづくりの推進 

□道の駅を起点に、地域資源を活用した賑わいの創出や交流人口の拡大 

□少子高齢化、人口減少などの社会的課題への対応 

□市民参加や地域コミュニティの活性化による、支え合いを育むまちづくりの推進 

□環境への配慮や多様性の尊重といった、近年関心が高まっているテーマへの対応 

後期基本計画の策定にあたって Ⅲ 

【前期基本計画期間における常総市の変化】 

①復興から防災へ、さらに防災の視点を生かし

たまちづくりへ 

②首都圏外縁地域としてのポテンシャルの向上 

③少子化と高齢化の中で、未来につなぐまちづ

くりへ 

【前期基本計画期間における常総市の変化】  

①デジタル技術を背景に変革する社会 

②カーボンニュートラルの実現を目指す社会 

③多様性と人権の尊重を目指す社会  

④安全・安心の重要性が増す社会  

⑤地域の取り組みが重要となる社会 

【後期基本計画における ～じょうそう３「た」のまちづくり～】 

～楽しいまち～ ～為になるまち～ 

道の駅を活用した農商工連携 

～頼りにされるまち～ 

地域の絆日本一(地域コミュニティ) 

【後期基本計画における ～じょうそう３「た」のまちづくり～】 
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（２）後期基本計画の構成 

じょうそう未来創生プランの推進にあたっては、基本構想に基づきながら、市民が持つニーズを充足し、

安心して健やかに日常生活を送ることができるよう、これまで実施している施策を基本に取り組みます。 

その上で、後期基本計画においては、先に示した本市を取り巻く環境や、前期基本計画期間における取り

組みの成果を踏まえつつ、市民の意向に照らし合わせ、今後５年間に取り組む施策を示します。 

また、～じょうそう３「た」のまちづくり～に基づく「楽しいまち」「為になるまち」「頼りにされるまち」

の実現に向けて取り組む施策を「重要施策」として位置づけ、関連する施策の横断的な取り組みを推進する

ため、３つのプロジェクトを示します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

前期基本計画期間における常総市の変化 後期基本計画策定にあたって考慮すべき動向 

【これまで実施している施策】 

子育て支援 
高齢者支援 

介 護 
防災 

学校教育 

生涯学習 
まちづくり 

じょうそう未来創生プラン「前期基本計画」 

産業振興 

 
 

【後期基本計画における ～じょうそう３「た」のまちづくり～】 

 

行政分野ごとの施策 

市民参画 

保 健 
医 療 
福 祉 

学校教育

生涯学習 

 

生活環境 

Project-１ 

道の駅を活用した 

農商工連携 

じょうそう未来創生プラン「後期基本計画」 

Project-２ 

地域の絆日本一 

(地域コミュニティ) 

Project-３ 

地域資源を活用した 

アウトドアシティ 

都市基盤 
行財政 

運営 

産業振興 
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２．後期基本計画におけるプロジェクト 

 

 じょうそう未来創生プラン基本構想で示した将来都市像「みんなでつくる しあわせのまち じょうそう ～

あの人がいるから💜このまちがすき～」を実現するため、先に示した前期基本計画期間中における本市の変

化、社会の潮流をもとに、後期基本計画におけるプロジェクトを示します。 

■Project-１ 道の駅を活用した農商工連携 

 道の駅常総をはじめとした常総ＩＣ周辺の集客効果や情報発信力が、地域の農商工業事業者にとって新

たなビジネス創出の機会となることが期待されています。すでに、地域活性化を目指す取り組みとして「じ

ょうそう観光地域づくり Labo」を開催しており、①常総体験型コミュニティビジネス②常総市の魅力を知

るツアー③コミュニケーション型移動販売④多機能型観光案内所といった事業構想が示されています。施

設整備とソフト事業の一体化を図り、道の駅常総の整備効果を市全域に波及することを目指します。 

 

 

 

 

 

 

 

■Project-２ 地域の絆日本一(地域コミュニティ) 

 少子高齢化の中で、地域コミュニティの希薄化が指摘されています。本市では、平成27年９月関東・東

北豪雨による水害を契機に、地域コミュニティの重要性が再認識されました。また、地域福祉においても

「地域共生社会」というあり方が国から示されており、つながりを大切にし、強い絆で支え合う地域づく

りを目指します。 

 

 

 

 

 

 

 

■Project-３ 地域資源を活用したアウトドアシティ 

 新型コロナウイルス感染症や働き方の多様化などを背景に、地方への移住と共に、キャンプやグランピ

ングなどのアウトドアブームが起きています。首都圏から近く、豊かな自然がある本市には、近年多くの

アウトドア愛好家が訪れています。関東平野に広がる広大な田園風景、鬼怒川・小貝川など多くの河川、

市内に点在する由緒ある寺社仏閣、本市の自然や歴史・文化は貴重な地域資源となっています。また、サ

イクリングロードを活用したサイクルツーリズムの推進を目指します。 

 

  

■このプロジェクトを構成する施策 

 ▼情報発信の強化           ▼アグリサイエンスバレーの推進   

 ▼道の駅を核とした賑わい創出と観光地域づくりの推進   

 ▼道の駅を核とした地域産業の活性化  ▼環境と共生した農業の推進   

 ▼地産地消・６次産業の推進      ▼商品・サービス提供事業者の支援   

 ▼観光振興の強化           ▼観光資源の整備   

 ▼観光商品の開発           ▼起業・創業の支援   ▼AI まちづくりの推進 

■このプロジェクトを構成する施策 

 ▼情報発信の強化   ▼シティプロモーションの推進 ▼スポーツ活動の促進 

 ▼地域文化の活用   ▼自然環境の保全と活用    ▼緑地や平地林の保全と活用 

 ▼道の駅を核とした賑わい創出と観光地域づくりの推進 ▼商品・サービス提供事業者の支援 

 ▼まちの賑わいの創出 ▼観光振興の強化  ▼観光資源の整備 ▼観光商品の開発 

■このプロジェクトを構成する施策 

 ▼健康づくりの推進   ▼地域コミュニティの活性化  ▼多様性のある社会の実現 

 ▼多文化共生の推進   ▼情報発信の強化       ▼地域共生社会の推進 

 ▼地域福祉活動の充実  ▼共に生きる社会づくりの推進 ▼社会参加の推進 

 ▼災害に強いまちづくりの推進             ▼地域防災体制の充実 

 ▼避難誘導対策の充実  ▼消防体制の充実       ▼防犯体制の強化 

 ▼ごみ収集・し尿処理・廃棄物対策の推進 
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施策の大綱 施 策 

Ⅰ市民参画の推進 １参画と協働の仕組みをつく
り、活動の輪を広げる 

１市民協働・地域コミュニティ ４人権 
２ダイバーシティ       ５情報発信 
３都市間交流・多文化共生 

１生涯にわたり市民の健康を
守り、育む 

２市民が相互に支え合う福祉を
進める 

３誰もが生きがいを持てるま
ちづくりを進める 

１保健 
２医療 

１地域福祉 
２少子化対策・子育て支援 

１高齢者福祉 
２障がい者福祉 
３生活の自立支援・社会保障 

１学校教育を充実し、次世代
を育てる 

１学校教育 
２青少年健全育成 

２生涯を通じた学習活動を促
進する 

１生涯学習 
２スポーツ振興 
３地域文化 

Ⅳ生活環境の充実 
１安全な暮らしを確保する 

１防災     ３交通安全 
２消防・救急  ４防犯・消費者保護 

２自然と調和した生活環境を
つくる 

１廃棄物処理・リサイクル 
２公害防止 

Ⅴ都市基盤の充実 １自然環境の保全と活用を進
め、環境と共生する 

１  
２公園 

２多様な交流を促す交通ネッ
トワークを形成する 

１道路網の整備 
２交通機関の整備 

３快適な都市環境の整備を進め
る 

１土地利用と市街地整備  ４上水道 
２住宅・宅地       ５下水道 
３斎場・霊園 

１アグリサイエンスバレー・道の駅常総 
１産業間の融合により、６次産

業化を進める 

Ⅵ産業振興 

施策の目標 

２環境と共生し、付加価値を
生み出す農業を育てる 

１農業 

１行政運営 
２財政運営 
３連携事業 

１商業    ４観光・交流 
２工業    ５雇用 
３企業誘致 

Ⅶ行財政運営の効率化 １市民満足度の高い行財政運
営を進める 

３雇用を高め、賑わいをもた
らす商工業・観光を振興す
る 

３．施策の体系 

 

 じょうそう未来創生プラン後期基本計画の体系は、以下の通りとします。 
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